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明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度
（
一
）

田

中

亜
紀
子

は

じ

め

に

一

明
治
初
期
に
お
け
る
未
成
年
者
の
発
見
あ
る
い
は
法
に
よ
る
把
握
の
過
程

（
一
）｢
未
成
年
者
」
の
定
義

（
二
）
人
材
と
し
て
の
未
成
年
者

（
三
）
社
会
問
題
と
し
て
の
未
成
年
者

二

明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度

（
一
）
細
分
化
さ
れ
て
ゆ
く
未
成
年
犯
罪
者

（
二
）
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
か
ら
不
良
少
年
処
遇
へ

（
三
）
民
間
感
化
院
の
動
向
な
ら
び
に
感
化
法
制
定
に
向
け
て
の
動
き

（
四
）
内
務
省
に
お
け
る
感
化
法
構
想

三

不
良
少
年
に
対
す
る
感
化
教
育
の
法
制
化

（
一
）
感
化
法
起
草
者
、
窪
田
静
太
郎
の
欧
米
感
化
院
理
解
（
以
上

本
号
）

（
二
）
感
化
法
草
案
に
見
る
欧
米
先
行
法
の
影
響

（
三
）
感
化
法
の
目
的

（
四
）
明
治
三
十
三
年
感
化
法
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は

じ

め

に

現
在
の
未
成
年
犯
罪
者
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
不
良
少
年
に
対
し
て
は
、
十
四
歳
未
満
で
あ
れ
ば
児
童
自
立
支
援
施
設
、

(

１)

十
四
歳
以
上
で

あ
れ
ば
少
年
院
を
中
心
と
す
る
少
年
矯
正
施
設
に
お
け
る
処
遇
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
児
童
福
祉
法
の
下
で
、
後
者
は
少
年
法

の
下
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
児
童
福
祉
法
及
び
少
年
法
の
出
発
点
と
な
る
法
律
が
明
治
三
十
三
年
感
化
法
で
あ
る
。
感
化

法
は
「
地
方
長
官
ニ
於
テ
満
八
歳
以
上
十
六
歳
未
満
ノ
者
ニ
対
ス
ル
適
当
ノ
親
権
ヲ
行
フ
者
若
ハ
適
当
ノ
後
見
人
ナ
ク
シ
テ
遊
蕩
又
ハ

乞
丐
ヲ
為
シ
若
ハ
悪
交
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者｣

、｢

懲
治
場
留
置
ノ
言
渡
シ
ヲ
受
ケ
タ
ル
幼
者｣

、｢

裁
判
所
ノ
許
可
ヲ
経
テ
懲
戒
場
ニ
入

論 説
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（
五
）
明
治
三
十
三
年
感
化
法
の
意
義

四

明
治
三
十
三
年
感
化
法
制
定
後
の
「
未
成
年
犯
罪
者｣

・｢

不
良
少
年
」
処
遇

明
治
三
十
三
年
か
ら
明
治
四
十
年
に
か
け
て
の
時
代
背
景

（
一
）
明
治
三
十
三
年
感
化
法
制
定
後
の
「
未
成
年
犯
罪
者｣

・｢

不
良
少
年
」
処
遇

（
二
）
監
獄
局
移
管
問
題

（
三
）
内
務
省
地
方
局
に
お
け
る
感
化
法
運
営

（
四
）
司
法
省
監
獄
局
に
お
け
る
「
未
成
年
犯
罪
者
」
処
遇

（
五
）
刑
法
改
正
作
業
に
お
け
る
「
未
成
年
犯
罪
者
」

五

明
治
四
十
一
年
感
化
法
改
正

（
一
）
改
正
の
主
目
的

（
二
）
議
会
に
お
け
る
改
正
感
化
法
審
議

（
三
）
明
治
四
十
一
年
改
正
感
化
法
の
意
義

む
す
び
に
か
え
て

明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度
の
意
義
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ル
ヘ
キ
者
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
対
象
と
し
、
彼
等
に
「
適
当
」
な
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
者
を
犯
罪
か
ら
遠

ざ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
三
年
の
制
定
後
、
明
治
四
十
一
年
に
改
正
さ
れ
る
ま
で

の
施
行
例
が
二
府
三
県
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
は
監
獄
関
係
者
か
ら
「
生
み
棄
て
同
然
の
死
産
法
」
・

「
監
獄
の
落
と
し
子
」

(

２)

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

先
行
研
究

(

３)

に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
感
化
法
施
行
不
振
理
由
に
関
し
て
は
、(

一
）
監
獄
局
の
移
管
、(

二
）
財
政
問
題
、(

三
）
懲

治
場
の
存
続
、
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
感
化
法
施
行
の
不
振
理
由
と
し
て
相
当
の
妥
当
性
を
有
す
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
明
治
三
十
三
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
刑
法
改
正
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
明
治
四
十
一
年
改
正
ま
で
の
施
行
例
が
二
府
三
県
の
み

で
あ
っ
た
事
実
だ
け
を
と
ら
え
た
な
ら
ば
、
感
化
法
は
当
時
に
お
い
て
さ
し
て
重
要
性
を
も
た
な
い
法
律
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
は
近
代
日
本
に
お
け
る
初
の
児
童
問
題
対
策
法
で
あ
り
、
明
治
四
十
一
年
の
改
正
を
経
て
、
現
行

児
童
福
祉
法
な
ら
び
に
少
年
法
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
国
家
が
未
成
年
者
を
ど
の
よ
う
な
意
図
の
下
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
そ
の
処
遇
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
国
家
に
よ
る
未
成
年
者
問
題
対
策
法
の
嚆
矢

と
も
言
う
べ
き
明
治
三
十
三
年
感
化
法
、
そ
し
て
感
化
法
が
全
府
県
で
施
行
さ
れ
る
契
機
と
な
り
、
大
正
十
一
年
少
年
法
制
定
ま
で

「
未
成
年
犯
罪
者
」
を
処
遇
す
る
基
本
法
で
あ
っ
た
明
治
四
十
一
年
の
改
正
感
化
法
を
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
重
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
未
成
年
者
に
対
す
る
法
政
策
の
中
で
、
特
に
未
成
年
犯
罪
者
に
対
す
る
法
政
策
を
取
り
扱
う
こ
と
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て

国
家
が
次
世
代
の
国
家
を
担
う
も
の
と
し
て
の
未
成
年
者
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
そ
の
モ
デ
ル
へ
向
け
て
の
法
政
策
を
決
定
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
法
政
策
が
当
初
予
定
し
て
い
た
通
り
に
機
能
し
な
か
っ
た
場
合
に
如
何
な
る
対
策
を
と
ろ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
と

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）

147 1329
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り
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
法
の
可
能
性
と
限
界
を
考
察
す
る
上
で
も
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
。
も
ち

ろ
ん
筆
者
の
関
心
は
近
代
日
本
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
の
処
遇
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
他
の
時
代
及
び
、
諸
外
国
に
お
け
る
法

政
策
に
及
ぶ
が
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
に
関
す
る
法
政
策
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
制
定
か
ら
明
治
四
十
一
年
感
化
法
改
正
迄
の
時
期
を
対
象
と
し
、
明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇

制
度
が
形
成
・
確
立
さ
れ
る
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
、
明
治
期
に
お
け
る
国
家
の
未
成
年
者
に
対
す
る
関
与
の
意
図
お
よ
び
そ
の
性
格
、

さ
ら
に
そ
の
後
の
未
成
年
者
に
関
す
る
諸
制
度
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

以
上
の
目
的
か
ら
本
稿
は
、
第
一
章
に
お
い
て
明
治
初
期
に
お
け
る
未
成
年
者
に
関
す
る
法
の
整
理
と
検
討
を
行
い
、
次
の
第
二
章

に
お
い
て
明
治
二
十
年
代
迄
の
監
獄
諸
法
の
中
で
細
分
化
さ
れ
て
い
く
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
規
定
を
確
認
し
、
監
獄
改
良
問
題
か
ら
未

成
年
犯
罪
者
及
び
不
良
少
年
処
遇
へ
の
関
心
が
生
じ
て
く
る
過
程
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
当
時
の
監
獄
学
の
権
威
で
あ
り
、
未
成
年

犯
罪
者
を
特
別
に
処
遇
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
小
河
の
『
未
成
年
者
ニ
対
ス
ル
刑
事
制
度
ノ
改
良
ニ
就
テ
』
の
分
析
が
主
と
し
て
行
わ

れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
年
代
に
存
在
し
て
い
た
民
間
感
化
院
の
事
例
を
紹
介
し
、
監
獄
改
良
問
題
で
認
識
さ
れ
た
未
成
年
者
処
遇

と
の
異
同
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
後
に
感
化
法
案
を
提
出
す
る
内
務
省
に
お
け
る
感
化
法
な
い
し
感
化
院
認
識
と
の
異
同
も
確
認
す

る
。
第
三
章
で
は
、
も
う
一
方
の
感
化
法
起
草
者
で
あ
る
窪
田
静
太
郎
の
感
化
法
像
を
把
握
す
る
た
め
、
明
治
三
十
二
年
に
出
さ
れ
た

彼
の
著
作
『
貧
民
救
済
制
度
意
見
』
並
び
に
『
社
会
的
制
度
一
斑
』
の
検
討
を
行
い
、
窪
田
に
よ
る
欧
米
感
化
制
度
の
整
理
を
行
う
。

そ
の
上
で
感
化
法
草
案
と
草
案
に
見
る
欧
米
先
行
法
の
影
響
を
検
討
し
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
草
案
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ

の
後
に
明
治
三
十
三
年
感
化
法
の
制
定
目
的
及
び
そ
の
内
容
の
検
討
を
行
う
。
こ
こ
で
は
特
に
帝
国
議
会
に
お
け
る
感
化
法
第
四
條
・

第
五
條
を
め
ぐ
る
議
論
を
取
り
上
げ
、
犯
罪
予
防
と
慈
善
事
業
的
側
面
を
有
す
る
感
化
法
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
四
章

に
お
い
て
明
治
三
十
三
年
の
感
化
法
制
定
か
ら
明
治
四
十
一
年
の
改
正
迄
の
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
な
ら
び
に
感
化
法
の
施
行
状
況
を
検

論 説

148 1330
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討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
年
代
の
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
を
明
ら
か
に
し
、
第
五
章
で
は
、
明
治
四
十
年
刑
法
制
定
の
影
響
を

受
け
て
行
わ
れ
た
明
治
四
十
一
年
感
化
法
改
正
の
意
義
及
び
そ
の
後
の
未
成
年
犯
罪
者
政
策
に
対
す
る
影
響
を
考
察
す
る
。
以
上
の
考

察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
む
す
び
に
か
え
て
に
お
い
て
、
明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度
の
意
義
を
総
括
す
る
。

一

明
治
初
期
に
お
け
る
未
成
年
者
の
発
見
あ
る
い
は
法
に
よ
る
把
握
の
過
程

明
治
維
新
を
経
て
成
立
し
た
明
治
国
家
は
、
当
時
の
国
際
秩
序
で
あ
る
「
万
国
公
法
」
に
基
づ
く
文
明
国
を
目
指
し
て
国
家
体
制
を

整
え
始
め
た
。
文
明
国
と
な
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
西
欧
型
近
代
体
制
に
合
致
し
た
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
単
な
る
制

度
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
制
度
お
よ
び
新
た
な
国
家
を
担
う
た
め
の
存
在
＝
将
来
の
人
材
の
養
成
並
び
に
確
保
が
必
要
と
な
り
、
こ
こ

に
お
い
て
明
治
国
家
が
未
成
年
者
へ
の
関
与
を
行
う
契
機
が
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
明
治
以
前
の
段
階
に
お
い
て
も
幕
府
お
よ
び
各
藩

に
お
い
て
教
育
を
中
心
と
す
る
未
成
年
者
へ
の
関
与
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
前
と
明
治
以
後
で
は
、
実
効
性
に
関
し
て
は
考
察

の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
国
家
が
身
分
に
関
係
な
く
広
く
均
一
的
に
未
成
年
者
に
教
育
を
施
そ
う
と
し
た
点
が
大
き
く
異
な
る
。

明
治
前
期
に
出
さ
れ
た
法
令
・
達
な
ど
の
広
い
意
味
に
お
け
る
法
を
検
討
す
る
と
、
国
家
の
未
成
年
者
に
対
す
る
関
与
は
大
き
く
以

下
の
二
類
型
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
人
材
と
し
て
の
未
成
年
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
国
家
を
担
う
者
に
対
し

て
は
か
く
あ
る
べ
き
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
主
と
し
て
教
育
に
関
す
る
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
第
二
は
理
念
と
い
う
よ
り
も
、
実

際
の
社
会
で
発
生
し
た
諸
問
題
に
関
係
す
る
未
成
年
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
社
会
問
題
と
な
っ
た
未
成
年
者
に
対
し
て
国

家
が
対
応
を
迫
ら
れ
る
形
で
関
与
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
本
章
で
は
感
化
法
対
象
者
へ
の
認
識
の
背
景
を
理
解
す
る
上
で
必
要
な
作
業

と
し
て
、
明
治
前
期
に
お
け
る
未
成
年
者
関
連
法
規
の
整
理
を
行
う
。

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）

149 1331
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（
一
）｢

未
成
年
者
」
の
定
義

今
日
わ
れ
わ
れ
が
未
成
年
者
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
満
二
十
歳
未
満
の
者
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
共
通
概
念
を
有
し
て
い
る
。
し
か

し
、
明
治
期
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
＝
満
二
十
歳
未
満
の
者
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

(

４)

。

法
律
と
し
て
は
明
治
九
年
に
「
自
今
満
貳
拾
年
ヲ
以
テ
丁
年
ト
相
定
候
條
此
旨
布
告
候
事
」

(

５)

と
す
る
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る

た
め
、
満
二
十
歳
未
満
の
者
＝
未
丁
年
者
＝
未
成
年
者
と
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
論
文
に
お
い
て
主
た
る

対
象
と
す
る
明
治
三
十
三
年
感
化
法
制
定
期
並
び
に
明
治
四
十
一
年
改
正
感
化
法
制
定
期
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
＝
満
二
十
歳
未
満

の
者
と
い
う
認
識
は
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
明
治
三
十
三
年
三
月
六
日
に
公
布
さ
れ
た
法
律
第
三
三
號

未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
に
お
け
る
「
未
成
年
者
」
と
は
当
初
「
十
八
歳
未
満
ノ
幼
者
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
明
治
三
十
五
年
第

十
六
回
帝
国
議
会
（
衆
議
院
）
に
お
け
る
幼
者
飲
酒
禁
止
法
案
委
員
會
會
議
に
お
い
て
は
「
是
等
ノ
所
謂
未
成
年
者
、
十
二
歳
カ
ラ
十

六
歳
十
七
八
歳
ノ
者
」
と
い
う
発
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
本
稿
で
使
用
す
る
未
成
年
者
と
い
う
言
葉
は
必
ず
し
も
二

十
歳
未
満
の
者
全
員
を
指
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
年
齢
の
区
別
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
場
合
は
そ
の

都
度
年
齢
を
明
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
人
材
と
し
て
の
未
成
年
者

明
治
初
期
段
階
に
お
い
て
政
府
が
未
成
年
者
へ
の
関
与
は
ま
ず
教
育
諸
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
教
育
諸
法
の
対
象
者
と
し
て
の
未

成
年
者
は
六
歳
か
ら
二
十
歳
、
特
に
義
務
教
育
制
度
の
対
象
者
で
あ
る
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
が
対
象
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
の
教
育

諸
法
の
中
で
重
要
な
も
の
は
、
明
治
五
年
の
学
制

(

６)

で
あ
る
。
学
制
は
冒
頭
に
お
い
て
学
校
を
設
立
す
る
理
由
を
「
人
々
自
ラ
其
身
ヲ
立

テ
其
産
ヲ
治
メ
其
業
ヲ
昌
ニ
シ
テ
以
テ
其
生
ヲ
遂
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
他
ナ
シ
身
ヲ
修
メ
智
ヲ
開
キ
才
芸
ヲ
長
ス
ル
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
而
テ
其

論 説
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身
ヲ
修
メ
智
ヲ
開
キ
才
芸
ヲ
長
ス
ル
ハ
学
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
能
ハ
ス
」
と
述
べ
、「
自
今
以
後
一
般
ノ
人
民
華
士
族
農
工
商
及
婦
女
子
必

ス
邑
ニ
不
学
ノ
戸
ナ
ク
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
ス
人
ノ
父
兄
タ
ル
者
宜
シ
ク
此
意
ヲ
体
認
シ
其
愛
育
ノ
情
ヲ
厚
ク
シ
其
子
弟

ヲ
シ
テ
必
ス
学
ニ
従
事
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
身
分
に
関
係
な
く
全
て
の
者
に
教
育
を
与
え
る
方
針

を
唱
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
面
に
お
い
て
は
授
業
内
容
の
不
統
一
、
ま
た
就
学
率
が
低
い
な
ど
と
い
っ
た
問
題
を
含
ん
で

い
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
初
期
に
お
け
る
教
育
諸
法
は
、
新
政
府
の
次
世
代
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の
教
育
に
対
す
る
一
定
の
態

度
を
表
明
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
教
育
を
徹
底
す
る
た
め
の
積
極
的
な
諸
政
策
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
明
治
十

四
年
の
文
部
省
達
第
三
号
に
あ
る
よ
う
に
、
教
育
の
対
象
と
し
て
の
未
成
年
者
か
ら
は
「
疾
病
」｢

廃
疾
」
の
者
や
家
庭
の
経
済
状
況

が
悪
い
者
な
ど
は
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
以
上
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
未
成
年
者
に
対
す
る
、
教
育
諸
法
を
通
じ
た

関
心
・
関
与
は
未
だ
か
な
り
不
充
分
な
状
況
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
況
や
教
育
の
場
で
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
未
成
年

者
の
実
態
を
国
家
が
把
握
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
社
会
問
題
と
し
て
の
未
成
年
者

そ
こ
で
次
に
未
成
年
者
の
実
態
は
「
法
」
の
上
に
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
き
た
の
か
整
理
す
る
。
明
治
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
社

会
の
混
乱
を
反
映
し
て
い
る
た
め
か
、
未
成
年
者
自
体
を
対
象
と
し
た
法
な
ら
び
に
諸
規
定
は
ほ
と
ん
ど
な
い

(

７)

。
ま
た
、
明
治
初
期
に

お
い
て
政
府
が
行
っ
た
こ
と
は
、
主
と
し
て
棄
児
の
養
育
を
行
っ
て
い
る
諸
施
設
あ
る
い
は
諸
人
、
あ
る
い
は
貧
窮
民
に
対
し
て
「
養

育
米
」｢

救
助
米
」

(

８)

を
支
給
す
る
と
い
う
形
で
の
救
済
で
し
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
対
し
て
政
府
が
積
極
的
に
関
与
し
は
じ
め
る
の
は
、

日
清
戦
争
後
の
物
価
の
騰
貴
に
よ
っ
て
、
既
に
東
京
・
大
阪
を
中
心
と
す
る
大
都
市
に
形
成
さ
れ
て
い
た
下
層
社
会
が
よ
り
一
層
圧
迫

さ
れ
は
じ
め
た
時
期
、
ま
た
下
層
社
会
を
単
な
る
異
質
な
外
部
世
界
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
内
部
の
存
在
だ
と
認
識
・
観
察
し
、
紹

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）

151 1333



(阪大法学) 52 (5 ) [2003.1]

介
す
る
と
と
も
に
、「
貧
民
窟
」
を
通
じ
た
社
会
批
判
や
「
貧
民
窟
」
に
対
す
る
政
府
の
社
会
改
良
政
策
批
判
を
行
い
は
じ
め
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
登
場

(

９)

す
る
時
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
段
階
に
お
け
る
政
府
の
未
成
年
者
に
対
す
る
処
遇
は
、
近
代
的
な
国
民
形
成
の
た
め
の
教
育
制
度
の
実
施
と
、

貧
窮
者
に
対
す
る
救
助
の
二
つ
を
主
と
し
て
い
た
。
前
者
を
表
と
す
れ
ば
、
後
者
は
裏
に
位
置
し
、
後
者
に
関
す
る
積
極
的
な
議
論
・

ま
た
法
の
制
定
が
行
わ
れ
る
に
は
未
だ
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
以
上
に
整
理
し
た
分
野
以
外

に
も
未
成
年
者
の
処
遇
を
巡
り
重
要
な
制
度
が
考
案
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が
刑
法
の
対
象
者
と
し
て
の
未
成
年
者
処
遇
制
度
で
あ

る
。
従
っ
て
次
章
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
の
処
遇
制
度
を
整
理
し
、
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度
の
位
置
づ
け
な
ら
び

に
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

二

明
治
期
に
お
け
る
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度

（
一
）
細
分
化
さ
れ
て
ゆ
く
未
成
年
犯
罪
者

明
治
維
新
以
来
、
国
家
は
社
会
秩
序
形
成
及
び
条
約
改
正

(

�)

に
必
要
な
法
律
と
し
て
の
刑
法
制
定
の
傍
ら
で
、
近
代
国
家
に
適
合
し
た

監
獄
関
係
諸
法
の
制
定
に
着
手
し
た
。
こ
の
時
期
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
後
半
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
欧
米
諸
国
に
お
い
て
も
監
獄
改
良

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
始
め
て
い
た
。
そ
の
現
れ
の
一
つ
が
万
国
監
獄
会
議

(

�)

で
あ
る
。
こ
の
万
国
監
獄
会
議
は
、
各
国
の
監
獄
状
況

を
報
告
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
監
獄
に
関
し
て
各
国
が
有
し
て
い
た
問
題
を
協
議
す
る
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
に
お
い
て
は
、

日
本
の
「
開
明
度
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

(

�)

。
以
上
の
状
況
か
ら
制
定
さ
れ
た
法
律
が
明
治
五
年
監
獄
則
、

明
治
十
三
年
刑
法
、
明
治
十
四
年
改
正
監
獄
則
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
改
正
監
獄
則
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
改
正
監
獄
則
段
階
ま
で
の
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
、
本
稿
の
目
的
か
ら
指
摘
し
て
お
く
べ
き
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こ
と
は
以
下
の
二
点
、
す
な
わ
ち
①
未
成
年
犯
罪
者
と
一
般
囚
人
と
の
分
離
処
遇
が
厳
格
化
し
て
ゆ
く
こ
と
及
び
②
未
成
年
犯
罪
者
の

中
の
分
別
処
遇
が
細
分
化
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
も
そ
も
未
成
年
者
を
成
人
と
区
別
し
て
処
遇
す
る
と
い
う
規
定
を
定

め
る
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
次
節
で
検
討
す
る
。

（
二
）
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
か
ら
不
良
少
年
処
遇
へ

明
治
二
十
二
年
改
正
監
獄
則
に
お
い
て
、
監
獄
へ
収
監
さ
れ
る
者
を
犯
罪
者
に
限
定
し
、
年
齢
お
よ
び
犯
罪
歴
に
よ
っ
て
犯
罪
者
を

分
け
て
収
容
す
る
こ
と
、
そ
し
て
分
房
制
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
監
獄
制
度
は
一
応
の
成
立
を
見
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
改
正
監
獄
則
制
定
後
、
直
ち
に
条
文
上
で
規
定
さ
れ
た
こ
と
の
全
て
が
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
明

治
二
十
年
代
の
監
獄
に
関
係
す
る
問
題
は
大
き
な
問
題
と
し
て
は
三
点
あ
っ
た
。
第
一
点
は
職
員
不
足
、
第
二
点
が
監
獄
費
負
担
問
題
、

そ
し
て
第
三
点
が
入
監
者
増
加
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
第
三
点
に
関
し
て
は
、
明
治
二
十
年
代
に
入
っ
て
犯
罪
者
が
増
加
し
た
こ
と
に

対
し
、
増
加
し
た
犯
罪
者
に
応
じ
た
監
獄
の
規
模
及
び
数
自
体
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
改
正
監
獄
則
に
お
い
て
未
成
年
者
犯
罪
者
と

青
年
犯
罪
者
を
区
別
し
て
監
獄
に
収
容
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
幼
年
囚
と
老
囚
の
雑
居
な
ど
が
生
じ
、
そ
の
た
め

に
再
犯
者
も
増
加
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
ま
ず
第
一
の
職
員
不
足
問
題
に
関
し
て
は
明
治
三
十
二
年
警
察
監
獄
学
校
が
開
か
れ
近
代
的
な
知
識
の
教

授
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
の
監
獄
負
担
問
題
に
関
し
て
は
明
三
十
三
年
監
獄
費
国
庫
支
弁
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

解
決
へ
向
か
う
。
そ
し
て
第
三
の
問
題
解
決
と
し
て
未
成
年
犯
罪
者
を
減
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
明
治
二
十
年
代
を
通
じ
て
犯
罪

者
の
減
少
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
犯
罪
者
の
減
少
対
策
と
し
て
出
獄
者
の
更
正
及
び
未
成
年
犯
罪
者
処

遇
に
よ
る
再
犯
防
止
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
出
獄
者
の
更
正
及
び
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
で
は
、
未
成
年
犯
罪
者
の
方
が

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）
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犯
罪
に
染
ま
っ
た
度
合
い
が
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
既
に
開
院
し
て
い
た
民
間
感
化
院
の
影
響
を
受
け
て
、
未
成

年
犯
罪
者
処
遇
が
監
獄
改
良
の
中
心
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
幼
年
者
に
対
す
る
改
善
可
能
性
及
び
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
に
関
し
て
は
、
当
時
の
監
獄
改
良
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
小
河
滋
次

郎
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
小
河
は
、
監
獄
改
良
の
た
め
に
は
犯
罪
者
の
減
少
が
必
要
で
あ
り
、
犯
罪
者
の
減
少
の
た
め
に
は
未
成
年

犯
罪
者
と
と
も
に
不
良
少
年
の
感
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
社
会
の
進
歩
に
伴
い
「
下
層
労
働
社
会
」
に
属
す
る
者
が
増
加
し
、
そ
の

「
下
層
労
働
社
会
」
に
属
す
る
未
成
年
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
は
犯
罪
行
為
に
陥
る
未
成
年
者
の
増
加
を
招
く
に
至
る
。
従
っ
て

犯
罪
を
犯
し
や
す
い
「
不
良
状
態
」
に
あ
る
未
成
年
者
を
「
放
擲
」｢

虐
処
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
監
獄
改
良
か
ら
生
じ
た
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
及
び
不
良
少
年
処
遇
に
対
す
る
関
心
を
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
同
時
期
の
民
間

感
化
院
の
動
向
及
び
内
務
省
感
化
院
構
想
の
検
討
を
行
う
。

（
三
）
民
間
感
化
院
の
動
向
な
ら
び
に
感
化
法
制
定
に
向
け
て
の
動
き

明
治
三
十
三
年
感
化
法
制
定
以
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
主
な
民
間
感
化
院
の
特
徴
は
次
の
四
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
代

表
者
が
監
獄
関
係
者
及
び
宗
教
家
（
教
悔
師
の
様
に
両
方
を
兼
ね
備
え
た
人
の
場
合
も
あ
る
）
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
感
化
院
を
開

く
契
機
は
犯
罪
の
増
加
を
憂
い
若
く
は
当
時
の
懲
治
場
の
状
況
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
対
象
者
は
明
治
二
十
二
年
以

降
懲
治
場
処
分
対
象
者
か
ら
外
さ
れ
た
請
願
懲
治
人
、
及
び
懲
治
場
処
遇
を
含
む
刑
期
を
満
了
し
た
未
成
年
犯
罪
者
で
引
取
人
の
無
い

者
で
あ
り
、
監
獄
内
の
懲
治
人
及
び
幼
年
囚
は
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
第
四
と
し
て
、
収
容
は
親
権
者
の
申
請
に
よ

る
も
の
が
多
数
で
あ
り
、
感
化
法
の
対
象
者
と
な
る
不
良
少
年
一
般
を
処
遇
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
資

金
面
で
県
の
援
助
を
受
け
る
感
化
院
は
存
在
す
る
も
の
の
、
感
化
院
の
運
営
自
体
に
対
し
て
県
が
直
接
に
関
与
を
行
っ
て
は
い
な
か
っ
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た
こ
と
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
民
間
感
化
院
と
比
較
し
て
、
当
時
の
内
務
省
に
よ
る
感
化
法
構
想
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
検
討
す
る
。

（
四
）
内
務
省
に
お
け
る
感
化
法
構
想

英
照
皇
太
后
の
崩
御
に
伴
う
恩
賜
金
処
分
に
関
し
て
、
明
治
三
十
年
各
地
方
長
官
会
議
に
お
い
て
寺
原
警
保
局
長
が
配
布
し
た
感
化

保
護
意
見

(
�)

に
見
る
明
治
三
十
年
段
階
の
内
務
省
感
化
院
構
想
は
、
対
象
者
が
犯
罪
の
虞
あ
る
孤
児
・
引
取
人
の
い
な
い
刑
期
満
了
者
・

請
願
懲
治
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
民
間
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、「
二
、
凡
そ
地
方
官
庁
は
斯
の
事
業
に
対
し
充
分

の
保
護
を
与
ふ
る
と
同
時
に
之
が
監
督
の
権
を
掌
握
す
る
こ
と
必
要
な
り
」
と
い
う
一
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
既
に
内

務
省
が
地
方
官
庁
に
よ
る
感
化
院
の
保
護
・
監
督
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
内
務
省
の
意
図
を
受
け
て
不
良
少
年
に
対
す
る
感
化
教
育
の
法
制
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
次
の
章
で

は
小
河
と
共
に
感
化
法
起
草
者
で
あ
っ
た
窪
田
静
太
郎
の
感
化
法
理
解
な
ら
び
に
完
成
し
た
感
化
法
案
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
欧
米
の

先
行
例
の
影
響
を
考
察
し
た
上
で
、
感
化
法
の
目
的
、
議
会
に
お
け
る
主
た
る
議
論
の
対
象
な
ら
び
に
修
正
箇
所
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
の
意
義
と
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

三

不
良
少
年
に
対
す
る
感
化
教
育
の
法
制
化

（
一
）
感
化
法
起
草
者
、
窪
田
静
太
郎
の
欧
米
感
化
院
理
解

感
化
法
案
は
内
務
省
参
事
官
窪
田
静
太
郎

(

�)

及
び
監
獄
局
事
務
官
小
河
滋
次
郎
等
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
。
そ
の
法
案
作
成
過
程
の
詳
細

は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

(

�)

が
、
小
河
の
意
図
は
前
章
で
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
窪
田
の
場
合
は
、
明
治
三

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）
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十
二
年
に
出
さ
れ
た
『
貧
民
救
済
制
度
意
見
』

(

�)

並
び
に
『
社
会
的
制
度
一
斑
』

(

�)

の
中
で
、
感
化
法
対
象
者
な
ら
び
に
感
化
制
度
に
関
す

る
所
見
及
び
モ
デ
ル
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
に
対
す
る
窪
田
の

所
見
を
整
理
し
、
彼
と
小
河
の
感
化
法
に
関
す
る
認
識
の
異
同
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
彼
等
の
感
化
法
案
と
、
彼
等
が
参
考
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
欧
米
の
制
度
と
の
異
同
お
よ
び
そ
の
異
同
の
理
由
を
考
察
す
る
。

『
貧
民
救
済
制
度
意
見
』
に
お
い
て
窪
田
は
、「
是
等
窮
民
ノ
救
助
ヨ
リ
モ
急
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
余
ノ
見
ル
所
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
第
一
ハ

将
来
ノ
窮
民
ト
ナ
ル
ベ
キ
乞
丐
浮
浪
児
懶
惰
児
童
等
ニ
強
制
的
実
業
教
育
ヲ
與
ヘ
以
テ
規
律
的
生
活
ヲ
営
ム
ノ
慣
習
ヲ
作
ラ
シ
ム
ル
ニ

ア
リ
」

(

�)

と
、
将
来
の
窮
民
予
備
軍
と
見
な
さ
れ
た
「
乞
丐
浮
浪
児
懶
惰
児
童
等｣

＝
い
わ
ゆ
る
不
良
未
成
年
者
に
対
し
て
強
制
的
に
実

業
教
育
を
与
え
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
将
来
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
問
題
の
発
生
を
事
前
に
予
防
す
る
た
め
に
未
成
年
者
に
対
す
る
諸
政

策
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
点
は
、
犯
罪
者
減
少
の
た
め
に
未
成
年
犯
罪
者
な
ら
び
に
将
来
犯
罪
者
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
見
な
さ

れ
た
不
良
未
成
年
者
へ
特
別
の
処
遇
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
小
河
の
主
張
と
重
な
る
。

そ
れ
で
は
窪
田
は
未
成
年
犯
罪
者
・
不
良
未
成
年
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。『
社
会
的
制
度
一
斑
』
に
お
い

て
窪
田
は
、「
幼
年
犯
罪
者
感
化
制
度
」
お
よ
び
「
実
業
学
校
制
度
」
に
つ
い
て
英
国
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る

(

�)

。

窪
田
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
感
化
院
の
特
色
は
以
下
の
六
点
で
あ
る
。
第
一
に
「
幼
年
犯
罪
者
ニ
徳
育
ト
職
業
教
育
ト
ヲ
與
ヘ
退

院
後
正
業
ニ
就
カ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
」
と
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
民
間
の
感
化
院
の
中
で
政
府
に
よ
っ
て
適
当
と
認
可
さ
れ
た
も
の

は
、
国
庫
補
助
、
後
の
一
八
五
七
年
以
降
は
地
方
費
か
ら
認
可
感
化
院
に
対
し
て
は
補
助
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
第
三
に
感
化
法
の

対
象
者
は
十
二
歳
以
上
十
六
歳
以
下
の
幼
年
囚
で
あ
っ
て
、
か
つ
懲
役
ま
た
は
禁
錮
対
象
者
で
あ
る
こ
と
（
例
外
と
し
て
、
国
王
の
条

件
附
特
赦
に
よ
る
十
六
歳
以
下
の
幼
年
囚
も
対
象
に
含
ま
れ
て
い
た)
。
第
四
に
感
化
院
へ
の
入
所
は
裁
判
官
の
宣
告
に
よ
る
べ
き
も

の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
第
五
に
入
院
期
間
は
三
年
以
上
五
年
以
下
で
あ
り
、
十
九
歳
を
越
え
る
者
の
入
院
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
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と
。
第
六
に
入
院
規
則
違
反
に
対
し
て
は
起
訴
の
上
禁
錮
処
分
が
取
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
逃
亡
者
に
対
し
て
は
令
状
無
し
で
拘
引

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
六
点
を
検
討
す
る
と
、
感
化
院
は
十
二
歳
以
上
十
六
歳
以
下
の
犯
罪
者
に
対
す
る

教
育
な
い
し
矯
正
可
能
性
（
更
正
へ
の
期
待
）
を
配
慮
し
た
監
獄
の
一
種
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
の
対
象
者
に
は
未
成
年
犯
罪
者
だ
け
で
は
な
く
不
良
未
成
年
者
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
場
合
、
不
良
未
成
年
者
に
対
応
し
て
い
た
の
は
「
実
業
学
校
制
度
」
で
あ
る
。
窪
田
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
犯
罪
又
ハ
悪
事
ノ
傾
向

ア
ル
児
女
ニ
衣
食
住
ヲ
與
ヘ
テ
強
制
的
ニ
実
業
教
育
ヲ
施
シ
正
業
ニ
導
ク
ヲ
目
的
ト
ス
ル
感
化
学
校
」
が
「
実
業
学
校
」
で
あ
る
。

「
実
業
学
校｣
＝｢
感
化
学
校
」
と
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
化
院
と
の
差
違
が
判
然
と
し
な
い

(

�)

。
そ
の
た
め
、
窪
田
は
さ
ら
に
自

ら
「
其
感
化
院
ト
異
ル
所
ハ
感
化
院
ハ
犯
罪
者
タ
ル
幼
年
者
ヲ
入
ル
ル
ヲ
主
ト
シ
実
業
学
校
ハ
犯
罪
ノ
傾
向
ア
ル
幼
年
者
ヲ
入
ル
ル
ヲ

主
ト
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
犯
罪
者
か
否
か
を
以
て
感
化
院
対
象
者
と
実
業
学
校
対
象
者
と
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
実
業
学
校
の
特
色
は

以
下
の
六
点
で
あ
る
。
第
一
に
対
象
者
は
十
四
歳
以
下
の
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
広
範
囲
な
入
校
条
件

(

�)

に
該
当
す
る
者
。
十
六
歳
以
上
の

者
を
強
制
的
に
在
校
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
十
八
歳
ま
で
は
退
校
後
も
校
長
の
監
視
を
受
け
る
こ
と
。
第
二
に
実
業
学
校
も
主

と
し
て
私
立
で
あ
り
、
内
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
国
庫
か
ら
補
助
金
を
受
け
る
か
、
入
校
者
の
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
、
あ
る
い
は

救
貧
委
員
の
請
求
に
よ
り
入
校
し
た
者
に
対
し
て
は
救
貧
税
か
ら
費
用
を
徴
収
し
て
い
た
。
第
三
に
、
入
校
を
決
定
す
る
の
は
「
治
安

裁
判
官
」(

原
文
マ
マ)

、
警
察
官
、
そ
し
て
「
倫
動
市
長
参
事
会
員
」(

原
文
マ
マ)

で
あ
っ
た
こ
と
。
第
四
と
し
て
、
実
業
学
校
長
が

入
校
者
に
対
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
第
五
に
、
入
校
後
十
八
ヶ
月
を
経
過
し
た
児
童
に
対
し
て

は
、
校
長
が
仮
退
校
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
退
校
中
不
都
合
な
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
い
つ
で
も
そ
の
許
可

を
取
り
消
し
、
復
校
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
第
六
に
、
校
則
に
故
意
に
違
背
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
禁
錮
を
科
し
た
上
感
化

院
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、
学
校
を
逃
亡
し
た
場
合
は
、
令
状
無
し
で
逮
捕
し
、
復
校
あ
る
い
は
禁
錮
処
分
の
上
感
化
院

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）
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送
致
が
行
わ
れ
た
こ
と

(

�)

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
感
化
院
の
対
象
者
が
未
成
年
犯
罪
者
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
実
業
学
校
の
対
象
者
は
、
未
だ
犯
罪
は
犯
し
て
い
な
い
も
の

の
、
将
来
犯
罪
を
犯
す
可
能
性
の
高
い
十
六
歳
未
満
の
未
成
年
者
で
あ
る
様
に
、
両
施
設
の
対
象
は
異
な
り
、
そ
の
管
轄
も
異
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
両
施
設
の
運
営
が
国
家
の
資
金
的
援
助
を
受
け
な
が
ら
民
間
の
手
で
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に
お
い
て
は
共
通
点
を
有
し
、

さ
ら
に
規
則
違
反
者
や
脱
走
者
に
対
す
る
厳
格
な
措
置
に
つ
い
て
は
互
い
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
感
化
院
及
び
実
業
学
校
の
成
果
に
関
し
て
、
窪
田
は
「
感
化
院
及
実
業
学
校
ノ
制
度
ハ
英
國
ニ
於
テ
顕
著
ナ
ル
効
（
原
文
マ
マ
）

績
ヲ
奏
シ
大
ニ
犯
罪
人
ノ
数
ヲ
減
少
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
統
計
ノ
証
明
ス
ル
所
ナ
リ
」

(

�)

と
述
べ
、
両
施
設
が
犯
罪
者
減
少
に
対
し
て
効
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
第
二
章
で
検
討
し
た
小
河
お
よ
び
本
節
で
取
り
あ
げ
た
窪
田
は
、
両
者
と
も
イ
ギ
リ
ス
が
犯
罪
者
減
少
に
成
功
し
て
い
る

理
由
と
し
て
、
共
に
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
制
度
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
窪
田
も
小
河
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
犯
罪
者
の
み

な
ら
ず
そ
の
予
備
軍
と
目
さ
れ
る
未
だ
犯
罪
は
犯
し
て
い
な
い
も
の
の
、
環
境
等
の
影
響
を
受
け
て
、
将
来
犯
罪
を
犯
す
可
能
性
の
高

い
い
わ
ゆ
る
不
良
未
成
年
者
に
ま
で
犯
罪
者
減
少
政
策
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
河
と
窪
田
は
、

未
成
年
犯
罪
者
な
ら
び
に
不
良
未
成
年
者
を
対
象
と
し
、
犯
罪
者
減
少
の
た
め
の
法
律
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
大
枠
に
つ
い
て

は
考
え
を
同
じ
く
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
次
章
に
お
い
て
小
河
お
よ
び
窪
田
が
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
欧

米
の
先
行
例
と
感
化
法
草
案
と
の
比
較
を
行
い
、
明
治
三
十
三
年
感
化
法
草
案
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

(

１)

旧

救
護
院
。

(

２)

重
松
一
義
『
少
年
懲
戒
教
育
史
』(

第
一
法
規
出
版
、
昭
和
五
一
年
）
三
八
一
頁
。

(

３)
(

一
）
今
日
の
児
童
福
祉
の
起
点
を
探
る
と
い
う
目
的
か
ら
明
治
期
の
未
成
年
犯
罪
者
処
遇
法
、
特
に
明
治
三
三
年
感
化
法
を
位
置
づ

論 説
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け
る
と
い
う
社
会
福
祉
的
視
点
に
立
脚
し
た
研
究
、
お
よ
び
（
二
）
重
松
一
義
氏
の
明
治
維
新
以
来
の
監
獄
制
度
発
展
に
関
す
る
研
究
な
ど
。

ま
た
「
明
治
中
期
に
お
け
る
不
良
少
年
へ
の
対
応
」(『

近
代
日
本
の
福
祉
実
践
と
国
民
統
合

留
岡
幸
助
と
石
井
十
次
の
思
想
と
行
動

』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
田
中
和
男
氏
は
、
一
九
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
感
化
法
、
孤
児
法
、
未
成
年
者
喫
煙
禁

止
法
を
対
象
と
し
、
感
化
法
制
定
に
関
与
し
た
小
河
の
他
に
、
石
井
十
次
及
び
留
岡
幸
助
と
い
う
社
会
事
業
の
先
駆
者
と
呼
ば
れ
る
彼
等
の

活
動
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
意
図
に
反
し
て
、
孤
児
や
非
行
少
年
、
犯
罪
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
・
定
着
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
察
し
た
。
田
中
氏
の
一
九
〇
〇
年
前
後
の
社
会
全
体
を
検
討
対
象
と
す
る
姿
勢
及
び
社
会
事
業
の
功
罪
を
再
検
討
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
に
は
本
論
文
執
筆
の
上
で
示
唆
さ
れ
る
所
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

(

４)
田
中
和
男
前
掲
論
文
註(

３)
｢

第
五
章

明
治
中
期

に
お
け
る
少
年
非
行
へ
の
対
応｣

。

(

５)

明
治
九
年

太
政
官
布
告
第
四
十
一
号
（
四
月
一
日)

。

(

６)

明
治
五
年
の
学
制
以
前
の
政
府
側
の
行
動
と
し
て
は
、
学
校
設
置
に
関
す
る
調
査
（
明
治
二
年

行
政
官
布
達

第
二
百
九
十
八
）
や

小
学
校
・
洋
学
校

開
校
に
伴
う
生
徒
募
集
（
明
治
四
年

文
部
省

第
十
三
）
な
ど
が
あ
る
。

(

７)

例
え
ば
児
童
の
外
国
人
へ
の
売
り
渡
し
禁
止
令
（
明
治
三
年

太
政
官
布
告

第
五
百
三
十
）
な
ら
び
に
遺
棄
児
童
の
取
り
扱
い
を
定

め
た
規
定
（
明
治
四
年

府
藩
県
達

第
三
百
）
に
そ
の
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
「
御
国
民
売
渡
候
儀
ハ

第
一
国
体
ニ
於
テ
不
相
済
事
ニ
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
児
童
＝
未
成
年
者
と
し
て
の
保
護
の
必
要
性
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た

後
者
に
関
し
て
は
、
明
治
以
前
、
す
な
わ
ち
幕
藩
時
代
に
機
能
し
て
い
た
貧
窮
者
あ
る
い
は
遺
棄
児
童
に
対
す
る
救
済
制
度
が
、
明
治
維
新

に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
た
め
、
新
た
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
政
府
と
な
っ
て
初
め
て
こ
の
よ
う
な

諸
政
策
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

(

８)

救
助
米
は
貧
窮
民
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
救
助
米
が
支
給
さ
れ
る
貧
窮
民
の
定
義
お
よ
び
救
助
政
策
は
、
明
治
元
年
の
太
政
官
高
札
、

そ
し
て
内
務
省
設
置
後
の
明
治
七
年
に
成
立
し
た
恤
救
規
則
（
近
代
日
本
最
初
の
救
貧
制
度
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
者
は
働

く
こ
と
が
で
き
ず
か
つ
身
寄
り
の
者
が
い
な
い
者
に
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
救
助
対
象
者
と
な
り
え
た
者
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
（『

大
阪
の
社
会
福
祉
を
拓
い
た
人
た
ち
』｢

大
阪
の
社
会
福
祉
を
拓
い
た
人
た
ち
」
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
七
年)

。

(

９)

東
京
の
下
層
社
会
に
関
す
る
初
期
の
生
活
記
録
と
し
て
は
「
府
下
貧
民
の
真
況
」(

明
治
一
九
年
『
朝
野
新
聞
』
掲
載
）
が
あ
る
。
そ

の
後
下
層
社
会
の
生
活
記
録
と
し
て
有
名
な
松
原
岩
五
郎
『
最
暗
黒
の
東
京
』(

明
治
二
六
年
初
版
）
お
よ
び
横
山
源
之
助
『
日
本
の
下
層

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）
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社
会
』(

明
治
三
二
年
初
版
）
が
発
表
さ
れ
た
。
松
原
は
そ
れ
よ
り
前
に
発
表
さ
れ
た
下
層
社
会
の
描
写
方
法
＝
書
き
手
の
属
す
る
社
会
と

は
異
質
な
存
在
と
し
て
の
下
層
社
会
の
「
探
検
」
な
ら
び
に
「
踏
査
」
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
下
層
社
会
の
内
側
を
詳
細
に
描
写
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
横
山
は
正
確
な
姓
名
で
初
め
て
下
層
社
会
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
発
表
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
都
市
下
層
を
単
な
る
異
質
な
存

在
で
は
な
く
、
一
般
社
会
と
の
関
連
す
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
は
じ
め
た
（
中
川
清
編
『
明
治
東
京
下
層
生
活
誌
』
岩
波
文
庫
・
一
九
九
四

年)

。

(
�)

『
元
老
院
会
議
筆
記
』
第
二
八
巻

五
三
頁

第
五
五
六
号
議
案
監
獄
則
改
正
ノ
件
（
明
治
二
〇
年
一
二
月
一
二
日)

。

(

�)
『
別
巻
大
日
本
帝
国
獄
制
沿
革
徴
略
』(

五
山
堂
書
店
、
一
九
八
九
年
復
刻
）
に
よ
る
と
、
万
国
監
獄
会
議
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

（
一
八
四
六
・
一
八
五
七)

・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
一
八
六
七)

・
ロ
ン
ド
ン
（
一
八
七
二
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
ロ
ン
ド
ン
会
議

か
ら
は
開
催
地
の
政
府
か
ら
招
請
状
が
出
さ
れ
、
各
国
政
府
は
公
式
の
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
第
一
回
万
国
監
獄

会
議
と
い
う
。
万
国
監
獄
会
議
が
当
時
の
欧
米
諸
国
な
ら
び
に
日
本
と
い
っ
た
欧
米
外
の
諸
国
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
は
、
筆
者
が
今
後

研
究
を
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え
る
項
目
の
一
つ
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ま
だ
十
分
な
資
料
を
入
手
し
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
第
二
回
会
議
に

関
し
て
は
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
、『
斯
徳
哥
爾
摩
万
国
監
獄
会
議
議
事
提
要
』(

レ
ヲ
ン
・
レ
ヒ
ビ

ウ
ー
ル
、
ヘ
ー
ナ
ン
ド
・
デ
ス
ボ
ル
ト
著
、
佐
野
尚
訳
。
明
治
一
八
年
）
に
よ
っ
て
日
本
が
初
め
て
参
加
し
た
第
二
回
会
議
の
内
容
が
あ

る
程
度
判
明
す
る
。
同
資
料
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
へ
提
出
し
た
報
告
書
を
佐
野
尚
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
八
七
八
年
（
明
治
一

一
年
）
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
万
国
監
獄
会
議
に
は
、
二
十
カ
国
三
百
名
が
参
加
し
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
会
議
に
お
い
て
は
第
一
回
ロ
ン
ド
ン
万
国
監
獄
会
議
後
の
各
国
の
監
獄
改
良
状
況
が
述
べ
ら
れ
、
こ
の
中
で
「
日
本
ハ
諸
開
化
國
ノ

良
善
ナ
ル
方
法
ヲ
撰
取
シ
分
房
規
則
ヲ
用
ヒ
以
テ
監
獄
ノ
改
正
ヲ
ナ
シ
タ
リ
」
と
い
う
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
五
年
の
監
獄

則
な
ら
び
に
会
議
に
提
出
し
た
「
大
日
本
帝
国
獄
制
沿
革
徴
略
」
の
効
果
で
あ
ろ
う
。
各
国
の
監
獄
改
良
状
況
を
概
観
す
る
と
、
欧
米
諸
国

の
中
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
未
タ
監
獄
事
業
ヲ
十
分
ニ
施
行
セ
ス)

・
ド
イ
ツ
（
未
タ
著
明
ナ
ル
進
歩
ヲ
現
ハ
サ
ス
ト
雖
モ
輿
論
ハ
刑
法
ノ
改

正
ヲ
請
求
シ
タ
リ
）
以
外
は
刑
法
・
監
獄
法
の
改
正
、
保
護
事
業
の
育
成
、
看
守
学
校
な
ど
の
監
獄
改
良
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
後
の
明
治
二
三
年
に
設
立
さ
れ
た
監
獄
官
練
習
所
の
教
授
と
し
て
ド
イ
ツ
よ
り
招
聘
さ
れ
た
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ

の
、
日
本
の
監
獄
制
度
設
立
へ
の
影
響
を
考
え
る
場
合
、
何
故
、
当
該
分
野
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
先
進
国
で
は
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
た
の
か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
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(

�)

『
元
老
院
会
議
筆
記
』
第
二
八
巻
一
〇
頁

第
五
五
六
号
議
案
監
獄
則
改
正
ノ
件
（
明
治
二
〇
年
一
一
月
二
日)

。
ま
た
梅
森
直
之

「
統
治
理
性
に
お
け
る
『
内
面
』
の
発
見

明
治
初
期
監
獄
改
良
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
ー
」(

早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
第
三
二
四
号
一
九

九
六
年
）
二
三
八
頁
で
は
、
万
国
監
獄
会
議
（
文
中
の
国
際
監
獄
会
議
と
万
国
監
獄
会
議
は
同
義
）
と
監
獄
改
良
運
動
と
の
関
係
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

(

�)

『
監
獄
雑
誌
』
第
八
巻
第
六
號
。

(
�)

窪
田
静
太
郎：

一
八
六
五
〜
一
九
四
六
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
内
務
官
僚
・
社
会
事
業
家
。

(

�)
感
化
法
案
の
作
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
下
書
き
、
関
係
者
の
手
記
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
段
階
に

お
い
て
は
未
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
草
案
者
は
窪
田
静
太
郎
お
よ
び
小
河
滋
次
郎
で
あ
る
が
、
窪
田
の
場
合
、「
窪
田
家
に
は
明
治
中
期

以
降
の
膨
大
な
未
公
開
の
『
窪
田
日
記
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
な
ど
に
よ
っ
て
わ
が
国
社
会
事
業
の
先
覚
者
窪
田
の
思
索
の

あ
と
が
も
っ
と
詳
細
に
明
に
さ
れ
得
る
な
ら
ば
」(

一
九
八
〇
年
刊
行
の
『
窪
田
静
太
郎
論
集
』
に
お
け
る
平
田
富
太
郎
の
序
文
。
一
九
九

二
年
『
窪
田
静
太
郎
戦
時
下
手
記
』
社
会
事
業
大
学
編
、
一
九
九
二
年
よ
り
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
当
該
『
窪
田
日
記
』
が
公
開
さ

れ
、
研
究
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
明
治
三
〇
年
、
と
り
わ
け
感
化
法
草
案
作
成
当
時
の
窪
田
の
意
図
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

小
河
の
場
合
は
、『
監
獄
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
あ
る
い
は
当
雑
誌
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
、
窪
田
よ
り
は
そ
の
行
動
お
よ
び
思
索

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
小
河
の
場
合
も
小
河
家
か
ら
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
小
河
滋
次
郎
文
書
の
存
在
が
上
田
市
立
図
書
館

の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
河
の
意
図
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
詳
細
に
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

監
獄
改
良
の
小
河
と
衛
生
事
業
の
窪
田
、
両
者
と
も
後
に
社
会
事
業
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
す
る
と
い
う
共
通
点
を
有
す
る
も
の
の
、
両

者
の
組
み
合
わ
せ
は
奇
異
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
明
治
三
三
年
に
は
貧
民
研
究
会
（
他
に
留
岡
幸
助
・
原
胤

昭
な
ど
も
参
加
。
慈
善
問
題
・
貧
困
問
題
の
研
究
会
を
行
っ
て
い
た
）
を
作
る
な
ど
、
感
化
法
以
外
に
お
い
て
も
活
動
を
同
じ
く
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
犯
罪
観
に
は
「
社
会
が
犯
罪
を
作
る
」｢

貧
し
さ
が
犯
罪
を
作
る
」
と
い
う
理
解
が
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
監
獄
改
良
と
社
会
事
業
（
と
り
わ
け
貧
民
救
済
事
業
）
の
対
象
は
重
な
る
点
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
内
藤
氏
が
「
病
う
身
体

「
血
」
と

「
精
神
」
を
め
ぐ
る
比
喩
」(『

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
帝
国

明
治
三
〇
年
代
の
文
化
研
究
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
病
に
関
す

る
言
説
を
取
り
扱
わ
れ
、「
病
」
が
「
貧
民
」
な
ど
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、

明治期における未成年犯罪者処遇制度（一）
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「
貧
民
」
の
み
な
ら
ず
「
犯
罪
者
」
も
「
病
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
伝
染
病
の
イ
メ
ー
ジ
で
社
会
問
題

を
語
り
、
国
家
に
よ
る
問
題
対
応
、
そ
し
て
原
因
の
解
明
お
よ
び
予
防
措
置
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
監
獄
改
良
の
小
河
と
衛
生
事
業
の
窪
田
に
は
あ
い
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
染
病
に

対
す
る
対
応
、
と
り
わ
け
隔
離
政
策
が
、
最
近
の
事
例
で
言
う
な
ら
ば
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
に
対
す
る
必
要
性
を
は
る
か
に
越
え
る
抑
圧
を

生
じ
し
め
た
様
に
、
あ
る
い
は
伝
染
病
の
「
う
つ
る
」
怖
さ
を
植
え
付
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
伝
染
病
患
者
で
は
な
い
社
会
事
業
の
対
象

者
・
犯
罪
者
に
対
す
る
伝
染
性
の
強
迫
観
念
、
あ
る
い
は
差
別
の
視
線
に
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
窪
田

・
小
河
の
貧
民
観
、
あ
る
い
は
彼
等
が
理
想
と
し
た
国
家
に
よ
る
政
策
の
妥
当
性
お
よ
び
功
罪
に
関
し
て
は
な
お
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

�)
明
治
三
二
年

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

(

�)

明
治
三
二
年

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

(

�)
『

貧
民
救
済
制
度
意
見
』
一
二
頁
。

(

�)
『

社
会
的
制
度
一
斑
』
一
五
〜
二
一
頁
。

(

�)

感
化
院
＝R

eform
atry

School

、
実
業
学
校
＝Industrial

School

。

(

�)
『

社
会
的
制
度
一
班』
一
七
〜
一
九
頁
。

(

�)

同

十
九
頁
。

(

�)

同

二
十
一
頁
。

論 説
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